日本小動物外科専門医協会（Japanese College of Veterinary Surgeons）
小動物外科専門医認定試験における「別枠受験資格認定制度」について
平成21年1月7日　　　
小動物外科専門医協会　　
1．背　景
平成16(2004)年、獣医麻酔外科学会に設けられた専門医制度設立委員会により、平成17(2005)年2月に第1回目の日本小動物外科設立専門医資格審査が行われ、わが国で初めて30名の設立専門医が認定されました。
　平成17年4月には、設立専門医30名と設立委員会委員6名により日本小動物外科専門医協会（Japanese College of Veterinary Surgeons (JCVS)：以下、本協会）が設立され、本協会が認定する研修施設における「小動物外科専門医研修プログラム」（いわゆるレジデント制度）の検討が始まりました。しかしながら、本制度を発足・推進させるためには、指導的な専門医がさらに必要なことから、平成20(2008)年2月に第2回目、12月には第3回目の資格審査が行われ、それぞれ16名および13名の設立専門医が新たに認定されました。現在、日本における小動物外科設立専門医（JCVS Charter Diplomate）は、合計65名となっております。
平成21(2009)年4月から本協会によって開始される「小動物外科専門医研修プログラム」は、2年間の獣医一般臨床研修の後、本協会が認める研修施設において専門医の指導の下に、小動物外科臨床について3年間の「小動物外科専門医研修プログラム」に従事する「研修修了受験資格認定制度」に基づく小動物外科専門医認定試験受験資格を獲得し、試験に合格して初めて専門医の認定がなされることになっております。なお、この研修プログラムに従事することが難しい大学若手教員等に対しては、いわゆるみなし受験資格制度である「研修免除受験資格認定制度」が平成21年度から3年間を限度に発足いたします。

以上の二つの制度につきましては、既に平成20年9月と平成21年1月の2度にわたって公表され、学会ホームページにも掲載されております。

一方、以上の二つの制度に基づく専門医試験受験資格が認められず（例えば専門医不在の施設に所属する会員）、かつ専門医と同等の能力を有する会員については、受験資格の取得が困難な状況となっております。

　以上のことから、既に小動物外科医として十分な実績があり、以下の資格を有する方については、平成21(2009)年度から当分の間「別枠受験資格認定制度」を適応することとなりました。
2．「別枠受験資格認定制度」申請資格
1）本制度に基づいて、平成22(2010)年から毎年6月に実施される専門医認定試験を受験しようとする方は、同年3月末現在において、以下の資格を有すること。
2）小動物臨床に概ね10年以上従事し、最近は概ね8年以上にわたって直接獣医外科臨床に携わっている方。ただし、獣医臨床系の大学院に在学した期間は小動物臨床経験に加算することが出来る。なお、欧米のACVSおよび ECVSにおけるいわゆるレジデントプログラム経験年数は、所属した責任者の証明書を付すことによって、獣医外科臨床経験年数に加算することができる。
3）上記の資格を有し、かつ原則として以下の基準を満たす方
（1）獣医麻酔外科学会の会員歴が6年以上あること。
（2）避妊、去勢を除く800例程度以上の小動物外科手術執刀実績があり、かつ最近5年間で500例程度以上の手術執刀実績があること。
（3）審査のある獣医系学術誌に筆頭論文が3報以上あること。ただし、うち1編以上は獣医外科学に関する英文の原著論文とする。共同研究論文も評価の対象とする。
（4）獣医臨床系学会で6回以上の一般演題を筆頭発表していること。さらに、学会あるいは研究会等で教育講演、シンポジウム、パネルディスカッション等の招待講演が3回以上あること。共同研究も評価の対象とする。
（5）その他：博士の学位取得者、獣医臨床系誌等における症例報告等の有無と数、専門誌や研究会等における教育講座・技術講座等での卒後教育への貢献、などは評価の対象となる。
3．応募書類
1）別枠受験認定に対する申請書（書式自由）
2）履歴書：学歴、博士の学位の有無、臨床歴を含む職歴、獣医麻酔外科学会会員暦を記載する。なお、会員歴については、獣医麻酔外科学会事務局において確認する。
3）手術：手術の内容ならびにその数が確認可能な一覧表。獣医外科臨床に直接従事した概ね8年以上にわたって列表示とし（可能であれば全年）、通し番号、手術実施年月日、手術名などを年代順に記載し、最近5年間の手術症例数を明示する。さらに、体表・頭頚部・胸部・消化器・泌尿生殖器・骨・関節等の部位・臓器毎の手術例数の集計表を付す。なお、最近の臨床における専門化傾向により、手術の内容に偏りがある場合には（例えば、整形外科や軟部外科（腫瘍）分野など）、1年間の手術または麻酔記録のコピーを提出する。ただし、個人情報として問題のある項目は黒く塗り潰すなどにより消去してよい。
4）審査のある学会誌投稿論文業績：一覧表とし、著者氏名全員（筆頭者に下線）、論文名、学会誌名、巻号、ページ、発刊年を記載する。
5）学会口頭発表：一覧表とし、発表者名全員（筆頭者に下線）、演題名、発表学会名（掲載学会誌名、巻号、ページ）、発表年月、学会開催都市名を記載する。
6）獣医系専門誌等における論文、獣医師会や研究会における教育講演・シンポジウム・パネルディスカッション等の招待講演等の卒後教育に関する実績を記載する。それぞれの区分毎にまとめて一覧表とし、発表者名全員（筆頭者に下線）、演題名、発表学会名（掲載学会誌名、巻号、ページ）、発表年月、学会開催都市名等を記載する。
4．応募方法
あらかじめ、審査手数料　30,000円を下記の郵便口座あて払い込みの上、払込受領書のコピーを応募申請書（書式事由）ならびに応募書類に添えて、学会事務局に簡易書留で郵送する。
　　　　郵便振替日座　記号・番号：00140－5－412242、加入者名：獣医麻酔外科学会
5．募集期間：平成22(2009)年3月1日～平成22年3月末日必着
6．審査結果発表：平成22年4月末日迄
　　本人通知および獣医麻酔外科学会ホームページ: http://www.jsvas.com/　に掲載する。　
7．問い合わせ・書類提出先
〒113－8657　文京区弥生1－1－1

　　　　　　　　　　東京大学大学院農学生命科学研究科
獣医外科学研究室気付
獣医麻酔外科学会事務局　 e-mail：<jsvas5473@yahoo.co.jp>
　　TEL：03-5841-5473 、　　FAX：03-5841-1132
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